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平
成
15
年
６
月
２７
日

（金）
、
出
雲
交
流
会
館
２
階
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。
会
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第6回

合
併
協
議
会
を
開
催

ま
す
。（
今
回
示
さ
れ
た
基
本
方
針

等
は
、
８
〜
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。）

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
２７
号

第
３
小
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

第
４
回
の
小
委
員
会
の
開
催
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

【
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
と
任

期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
】

事
務
局
か
ら
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
及
び
合
併
特
例
法

に
基
づ
き
、
新
設
合
併
に
お
け
る

特
例
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
２８
号

新
市
議
会
制
度
検
討
小
委
員
会

報
告
に
つ
い
て

第
５
回
の
小
委
員
会
の
開
催
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

第
４
回
の
小
委
員
会
の
開
催
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

【
各
種
事
務
事
業
（
保
健
事
業
関

係
そ
の
１
）
の
取
扱
い
】

付
託
さ
れ
た
調
整
原
案
の
と
お

り
確
認
し
ま
し
た
。（
今
回
、
議

案
第
２４
号
と
し
て
提
出
し
て
い
ま

す
。）

【
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
】

（
第
１
・
第
３
小
委
員
会
で
も
同

様
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

第
５
回
協
議
会
へ
報
告
し
た
「
新

市
建
設
計
画
へ
の
意
見
」を
も
と
に
、

新
市
建
設
計
画
（
基
本
方
針
等
）
に

つ
い
て
の
と
り
ま
と
め
を
行
な
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
現
段
階
で
の
仮
の

ま
と
め
で
あ
り
、
今
後
、
予
定
さ
れ

て
い
る
主
要
施
策
等
の
協
議
に
併
せ

て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き

◇
報
告
第
２５
号

第
１
小
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

第
４
回
の
小
委
員
会
の
開
催
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

【
総
合
振
興
計
画
及
び
土
地
利
用
計

画
・
国
土
利
用
計
画
の
取
扱
い
】

付
託
さ
れ
た
調
整
原
案
の
と
お
り

確
認
し
ま
し
た
。（
今
回
、
議
案
第

２３
号
と
し
て
提
出
し
て
い
ま
す
。）

【
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱

い
に
つ
い
て
】

継
続
協
議
中
で
す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
２６
号

第
２
小
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

【
各
市
町
議
会
の
議
長
と
の
意
見

交
換
会
】

６
月
９
日
（
月
）、
各
市
町
議

会
の
意
向
に
つ
い
て
状
況
報
告
を

聞
き
、
設
置
選
挙
、
在
任
特
例
、

定
数
特
例
及
び
選
挙
区
設
置
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
７
月
１８
日
（
金
）
に
再
度
意

見
交
換
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
２９
号

新
市
名
称
・
庁
舎
検
討
小
委
員

会
報
告
に
つ
い
て

第
５
回
の
小
委
員
会
の
開
催
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

【
新
市
の
名
称
】

新
市
名
称
の
募
集
結
果
の
報
告

を
受
け
た
後
、
名
称
候
補
案
の
絞

り
込
み
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
次
回
協
議
会
（
８
月
１
日

開
催
予
定
）
で
名
称
候
補
案
を
提

示
す
る
予
定
で
す
。（
募
集
結
果
は

１２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

【
新
市
の
事
務
所
の
位
置
】

調
整
案
を
第
６
回
協
議
会
に
議

案
と
し
て
提
出
す
る
予
定
で
し
た

が
、
本
庁
・
支
所
の
機
能
を
更
に

協
議
し
、
行
政
側
の
意
見
を
聴
取

し
た
の
ち
に
提
案
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
３０
号

情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

候
補
地
選
定
委
員
会
及
び
総
合

戸
籍
シ
ス
テ
ム
選
定
委
員
会
の

選
定
結
果
に
つ
い
て

２
市
５
町
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の

統
合
作
業
等
を
行
う
情
報
管
理
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
場
所
と
、

２
市
５
町
の
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム

を
統
合
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の

選
定
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
雲
ビ
ル
事
務
棟

（
出
雲
市
今
市
町
１
１
５
―
１
）

【
総
合
戸
籍
シ
ス
テ
ム
】

島
根
リ
コ
ー
（株）

（
松
江
市
平
成
町
１
８
２
―
２
７
）

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
３１
号

出
雲
地
区
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合

調
査
・
基
本
計
画
策
定
業
務
報

告
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て

基
本
計
画
が
完
成
し
た
た
め
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

【
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
基
本
計
画
】

基
本
計
画
に
は
、
統
合
の
必
要

報

告

事

項

－２－

第1小委員会
柳樂　和夫 委員長

第2小委員会
飯塚　　勉 委員長

第3小委員会
柳樂　和利 委員長

新市議会制度検討小委員会
田嶋　義介 委員長

新市名称・庁舎検討小委員会
吉原　弘次 委員長
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性
、
統
合
及
び
運
用
の
方
法
、
必

要
経
費
等
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
経
費
は
初
期
構
築
時
の
概
算

経
費
で
、
新
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る

費
用
が
１７
億
円
、
合
併
後
の
旧
シ

ス
テ
ム
に
か
か
る
費
用
が
２
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
案
事
項

◇
議
案
第
１９
号

電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
に
係
る
事

業
着
手
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て

住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
、
内

部
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
統
合
及

び
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
第
３
回
出
雲
地

区
合
併
協
議
会
で
承
認
さ
れ
た

「
合
併
協
定
項
目
２３．

電
算
シ
ス

テ
ム
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
に

基
づ
き
、
合
併
時
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
平
成
１５
年
７
月
か
ら
順

次
事
業
着
手
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

【
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
】

住
民
情
報
（
住
民
記
録
、
年
金
、

国
保
な
ど
）、
戸
籍
シ
ス
テ
ム

（
第
５
回
協
議
会
で
着
手
の
決
定

済
）、
税
務
情
報
（
住
民
税
、
固

定
資
産
税
、
収
納
な
ど
）、
福
祉

情
報
（
児
童
、
高
齢
者
な
ど
）

【
内
部
情
報
系
シ
ス
テ
ム
】

財
務
会
計
、
人
事
給
与
、
文
書

管
理
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

【
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

庁
舎
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
庁
舎

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
２０
号

一
部
事
務
組
合
の
取
扱
い
（
そ
の

１
）
に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項

目
１４
】

（
第
４
回
協
議
会
で
提
案
）

２
市
５
町
の
全
部
又
は
一
部
を

も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
「
出
雲

市
外
６
市
町
広
域
事
務
組
合
」

「
出
雲
市
外
４
町
広
域
消
防
組
合
」

「
出
雲
市
外
３
市
町
斐
伊
川
水
系

水
利
組
合
」「
平
田
市
・
斐
川
町

火
葬
場
組
合
」
は
、
合
併
の
前
日

を
も
っ
て
解
散
し
、
そ
の
事
務
及

び
財
産
等
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
２１
号

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
１９
】

（
第
４
回
協
議
会
で
提
案
）

次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

①
２
市
５
町
で
差
異
の
な
い
使
用

料
、
手
数
料
等
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
現
行
の
と
お
り
と

す
る
。

②
２
市
５
町
で
差
異
の
あ
る
使
用

料
、
手
数
料
等
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
お
け
る
住
民
の
一
体
性

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
２

市
５
町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

料
金
改
定
の
経
緯
や
住
民
負
担

に
配
慮
し
、「
負
担
の
公
平
性

の
原
則
」
に
よ
り
、
適
正
な
料

金
と
な
る
よ
う
可
能
な
限
り
統

一
す
る
。

こ
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
激

変
緩
和
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
。

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
２２
号

補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
２０
】

（
第
４
回
協
議
会
で
提
案
）

次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

補
助
金
、
交
付
金
等
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
や
実
績
を

踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性

を
尊
重
し
つ
つ
、公
共
的
必
要
性
、

有
効
性
、
公
平
性
の
観
点
及
び
行

財
政
改
革
に
お
け
る
補
助
金
、
交

付
金
等
の
見
直
し
の
視
点
に
立
っ

て
、
そ
の
事
業
目
的
、
効
果
を
総

合
的
に
判
断
し
、
新
市
全
体
の
活

力
が
光
り
輝
き
増
大
す
る
よ
う
左

記
の
方
向
で
調
整
す
る
。

【
団
体
に
係
わ
る
補
助
金
、
交
付

金
等
】

①
２
市
５
町
で
同
一
又
は
同
種
の

補
助
金
、
交
付
金
等
に
つ
い
て

は
、
関
係
団
体
の
理
解
と
協
力

を
得
て
統
一
の
方
向
で
調
整
す

る
。

②
２
市
５
町
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
補

助
金
、交
付
金
等
に
つ
い
て
は
、

制
度
の
経
緯
、
従
来
か
ら
の
実

績
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
新

市
に
お
い
て
市
域
全
体
の
均
衡

を
保
つ
よ
う
調
整
す
る
。

【
事
業
に
係
わ
る
補
助
金
、
交
付

金
等
】

①
２
市
５
町
で
同
一
又
は
同
種
の

補
助
金
、
交
付
金
等
に
つ
い
て

は
、
制
度
の
統
一
化
に
向
け
調

整
す
る
。

②
２
市
５
町
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
実

施
し
て
い
る
補
助
金
、
交
付
金

等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
や
事
業
の
実
績
を
踏

ま
え
、
新
市
に
お
い
て
市
域
全

体
の
均
衡
を
保
つ
よ
う
調
整
す

る
。

◆
　
◆
　
◆

◇
議
案
第
２３
号

各
種
事
務
事
業
（
総
合
計
画
関

係
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合

併
協
定
項
目
２４
】

（
第
５
回
協
議
会
で
提
案
。
第

１
小
委
員
会
付
託
案
件
）

次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
合
振
興
計
画
】

総
合
振
興
計
画
（
地
方
自
治
法

第
２
条
第
４
項
に
基
づ
く
基
本
構

想
）
に
つ
い
て
は
、
新
市
建
設
計

画
に
基
づ
き
、
新
市
に
お
い
て
速

や
か
に
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
新
市
に
お
い
て
策
定
す
る

ま
で
の
間
は
、
新
市
建
設
計
画
を

も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
も
の
と
す

る
。

【
土
地
利
用
計
画
・
国
土
利
用
計

画
】土

地
利
用
計
画
、
国
土
利
用
計

画
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

策
定
す
る
。

◇
議
案
第
２４
号

各
種
事
務
事
業
（
保
健
事
業
関
係

そ
の
１
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
２４
】

（
第
５
回
協
議
会
で
提
案
。
第

２
小
委
員
会
付
託
案
件
）

次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
各
種
予
防
接
種
】

当
面
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

実
施
時
期
等
調
整
が
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に

調
整
す
る
。

ポ
リ
オ
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

除
く
予
防
接
種
の
接
種
方
法
に
つ

い
て
は
、
新
市
移
行
後
に
個
別
接

種
の
方
向
で
検
討
す
る
が
、
地
域

の
実
情
に
配
慮
し
つ
つ
調
整
す
る
。

議

案

事

項
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【
予
防
接
種
手
帳
】

当
面
現
行
の
と
お
り
と
し
、
新

市
に
移
行
後
、
統
一
す
る
方
向
で

調
整
す
る
。

【
予
防
接
種
被
害
調
査
委
員
会
】

２
市
５
町
で
同
一
で
あ
る
た

め
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぐ
。

今
回
提
案
し
た
協
議
事
項
は
、

す
べ
て
小
委
員
会
に
付
託
す
る
も

の
で
す
。
今
回
の
協
議
会
で
出
さ

れ
た
意
見
も
踏
ま
え
て
、
小
委
員

会
で
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
１６
号

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合

併
協
定
項
目
１０
】

（
第
３
小
委
員
会
付
託
）

第
３
小
委
員
会
で
審
議
の
う
え
、

案
を
作
成
し
て
、
協
議
会
で
決
定

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
意
見

＊
農
業
・
農
村
地
域
の
条
件
の
違

い
が
２
市
５
町
の
間
で
大
き

い
。
そ
れ
を
１
つ
に
ま
と
め
れ

ば
い
い
と
い
う
単
純
な
考
え
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

農
業
・
農
村
が
今
後
も
意
欲
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
農

業
政
策
が
必
要
。

◇
協
議
第
１７
号

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
１８
】

（
第
１
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
１
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
税
証
明
手
数
料
】

①
市
税
そ
の
他
公
課
に
関
す
る
証

明
手
数
料
は
、
合
併
時
か
ら
１

件
に
つ
い
て
３
０
０
円
に
統
一

す
る
。

②
租
税
特
別
措
置
法
第
７２
条
（
所

有
権
保
存
登
記
）
、
第
７３
条

（
所
有
権
移
転
登
記
）、
第
７４
条

（
抵
当
権
設
定
登
記
）
に
係
る

住
宅
用
家
屋
証
明
手
数
料
は
、

合
併
時
か
ら
１
件
に
つ
い
て

１，
３
０
０
円
に
統
一
す
る
。

【
督
促
手
数
料
】

合
併
時
か
ら
督
促
状
１
通
に
つ

い
て
１
０
０
円
に
統
一
す
る
。

【
個
人
市
民
税
】

個
人
市
民
税
の
均
等
割
の
税
率

は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
人

口
５
万
人
以
上
５０
万
人
未
満
の
標

準
税
率
を
適
用
し
、
平
成
１７
年
度

か
ら
年
額
２，
５
０
０
円
に
統
一

す
る
。
所
得
割
の
税
率
は
、
現
行

の
と
お
り
標
準
税
率
に
統
一
す
る
。

【
法
人
市
民
税
】

現
行
の
と
お
り
、均
等
割
の
税
率
は
、

制
限
税
率
（
標
準
税
率
×
１．
２
）、

法
人
税
割
の
税
率
は
、
制
限
税
率

（
１４．
７
％
）
と
す
る
。

【
固
定
資
産
税
の
税
率
】

１．
５
％
を
採
用
す
る
。
た
だ

し
、
合
併
特
例
法
第
１０
条
の
規
定

を
適
用
し
出
雲
市
、
平
田
市
及
び

斐
川
町
は
、
平
成
１７
年
度
か
ら

る
と
い
う
心
配
も
あ
る
の
で
、

是
非
５
年
間
の
現
行
税
率
適
用

を
お
願
い
し
た
い
。

②
固
定
資
産
評
価
額
に
つ
い
て

＊
税
率
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

評
価
方
法
に
つ
い
て
も
小
委
員

会
で
議
論
し
て
も
ら
い
た
い
。

評
価
額
が
違
う
と
そ
ち
ら
の
方

が
税
額
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

【
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
】

鉄
道
軌
道
整
備
法
、
半
島
振
興

法
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
の

規
定
に
よ
り
、
現
行
の
基
準
を
継

続
す
る
。

【
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
】

現
行
の
基
準
を
継
続
す
る
。

【
軽
自
動
車
税
】

現
行
の
と
お
り
制
限
税
率
（
標

準
税
率
×
１．
２
）
と
す
る
。

【
都
市
計
画
税
】

現
在
出
雲
市
が
都
市
計
画
区
域

用
途
地
域
に
所
在
す
る
土
地
及
び

家
屋
に
つ
い
て
、
０．
１
％
を
適
用

し
て
い
る
が
、
新
市
に
お
い
て
も

引
き
続
き
０．
１
％
を
適
用
す
る
。

平
田
市
、
斐
川
町
及
び
大
社
町

は
、
都
市
計
画
区
域
用
途
地
域
に

所
在
す
る
土
地
及
び
家
屋
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
税
を
適
用
し
て
お

ら
ず
、
そ
の
導
入
の
是
非
に
つ
い

て
は
、
佐
田
町
、
多
伎
町
及
び
湖

陵
町
も
含
め
、
平
成
１７
年
度
以
降
、

新
市
の
都
市
計
画
区
域
用
途
地
域

協

議

事

項

１．
５
％
に
統
一
し
、
佐
田
町
、

多
伎
町
、湖
陵
町
及
び
大
社
町
は
、

平
成
１７
年
度
か
ら
５
年
度
間
は
現

行
の
と
お
り
１．
４
％
、
６
年
度

目
か
ら
１．
５
％
に
統
一
す
る
。

参
　
考

＊
現
在
の
各
市
町
の
固
定
資
産
税

の
税
率

平
田
市
１．
５５
％
、
出
雲
市
・

斐
川
町
１．
５０
％
、
佐
田
町
・

多
伎
町
・
湖
陵
町
・
大
社
町

１．
４０
％

＊
地
方
税
の
不
均
一
課
税

合
併
に
よ
り
直
ち
に
均
一
の
課

税
を
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
平

を
欠
く
場
合
は
、
合
併
後
５
年

以
内
に
限
っ
て
、
課
税
免
除
及

び
不
均
一
課
税
（
市
町
に
よ
っ

て
税
率
を
変
え
る
）
を
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
の
意
見

①
佐
田
町
外
３
町
で
現
行
税
率
を

適
用
す
る
期
間
に
つ
い
て

＊
５
年
間
は
長
す
ぎ
る
。
で
き
れ

ば
３
年
位
で
統
一
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。
５
年
間
に
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
５
年
間
の
う
ち
で
段

階
的
に
上
げ
る
よ
う
な
工
夫
も

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

＊
周
辺
部
の
町
と
し
て
は
、
上
が

っ
た
税
金
が
ど
こ
に
使
わ
れ
る

の
か
も
問
題
。
周
辺
部
が
寂
れ
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の
都
市
計
画
事
業
計
画
の
作
成
を

み
て
検
討
す
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

出
雲
市
以
外
の
市
町
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
に
都
市
計
画
税

の
適
用
の
検
討
を
す
る
の
で
は

な
く
、
合
併
ま
で
に
は
っ
き
り

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

【
入
湯
税
及
び
入
湯
税
の
課
税
免
除
】

現
行
の
と
お
り
引
き
継
ぎ
、
平

成
１７
年
度
か
ら
標
準
税
率
「
入
湯

客
１
人
１
日
に
つ
い
て
、
１
５
０

円
」
に
統
一
す
る
。

入
湯
税
の
課
税
免
除
は
、
現
行

の
と
お
り
引
き
継
ぎ
、
平
成
１７

年
度
か
ら
新
た
に
「
入
湯
料
金

１，
０
５
０
円
（
消
費
税
込
み
）

以
下
の
利
用
客
」
を
加
え
、
そ
の

基
準
を
統
一
す
る
。

【
納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
】

平
成
１７
年
度
か
ら
対
象
税
目
は

各
納
期
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
の
み
と
し
、
交
付
率

は
０．
３
％
、
交
付
限
度
額
は
５

万
円
と
す
る
。

【
納
税
組
合
制
度
】

平
成
１７
年
度
か
ら
廃
止
す
る
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
１８
号

各
種
事
務
事
業
（
行
政
改
革
大
綱
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合
併
協
定

項
目
２４
】

（
第
１
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
１
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
行
政
改
革
大
綱
】

２
市
５
町
の
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
や
合
併
協
議
を
踏
ま

え
つ
つ
、
新
市
に
お
い
て
、
合

併
効
果
を
早
期
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
、

実
施
計
画
を
速
や
か
に
策
定
す

る
。会

長
の
意
見

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
を
新
市

任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
合
併

協
議
会
に
お
い
て
も
改
革
の
基
本

方
針
は
定
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
首
長
間
で
も
協
議
し
て
い
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

今
回
の
合
併
は
、
行
財
政
改

革
の
効
果
を
出
す
こ
と
が
大
き

な
ね
ら
い
。
や
は
り
、
協
議
会

の
中
で
大
ま
か
な
方
向
性
を
確

認
し
た
う
え
で
、
新
市
に
お
い

て
策
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
１９
号

各
種
事
務
事
業
（
窓
口
業
務
関
係
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合
併
協
定

項
目
２４
】

（
第
２
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
２
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
窓
口
手
数
料
】

２
市
５
町
で
差
異
の
な
い
手
数

料
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し
、
差

異
の
あ
る
手
数
料
は
、
斐
川
町
の

例
に
よ
り
合
併
時
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、「
身
分
証
明
（
破
産
者
、

成
年
被
後
見
人
等
）」
の
単
位
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
平
田
市
、

佐
田
町
、
多
伎
町
、
湖
陵
町
及
び

大
社
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統

一
す
る
。

【
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
】

新
市
全
域
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
電
子
自
治
体
の
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
、
新
市
に
お
い
て
検
討

す
る
。

【
土
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
証

明
書
自
動
交
付
機
】

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
２０
号

各
種
事
務
事
業
（
保
健
事
業
関

係
そ
の
２
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
２４
】

（
第
２
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
２
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
】

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。
た
だ
し
、
一
部
負
担
金
は
、

７
０
０
円
に
統
一
す
る
。

【
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
】

大
社
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
ま

で
に
調
整
す
る
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
２１
号

各
種
事
務
事
業
（
高
齢
者
福
祉

関
係
そ
の
１
）
の
取
扱
い
に
つ

い
て
【
合
併
協
定
項
目
２４
】

（
第
２
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
２
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
敬
老
記
念
事
業
】

記
念
品
贈
呈
の
対
象
は
、
満
年

齢
を
基
準
と
し
た
喜
寿
・
米
寿
・

１
０
０
歳
以
上
に
統
一
し
、
永
年

婚
・
三
世
代
同
居
は
対
象
外
と
す

る
。
記
念
品
の
金
額
等
に
つ
い
て

は
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
こ

と
と
し
、
温
泉
の
無
料
開
放
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
実
施
を
検
討
す
る
。

【
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
】

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

【
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
】

各
市
町
が
行
っ
て
き
た
基
幹

型
・
地
域
型
の
機
能
は
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
２２
号

各
種
事
務
事
業
（
農
林
関
係
そ

の
１
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
２４
】

（
第
３
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
３
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
】

２
市
５
町
の
現
行
の
プ
ラ
ン

は
、
平
成
１６
年
度
ま
で
の
も
の
で

あ
り
、
平
成
１７
年
度
以
降
事
業
が

延
長
さ
れ
る
場
合
に
は
、
平
成
１７

年
３
月
末
ま
で
に
、
新
市
の
地
域

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
地
域
の

実
情
や
特
色
を
考
慮
し
な
が
ら
策

定
す
る
。

【
地
域
農
業
の
推
進
体
制
】

地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
農
協
単

位
で
、
新
市
の
地
域
農
業
推
進
体

制
を
確
立
す
る
。

【
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
】

合
併
後
に
予
想
さ
れ
る
県
の
基

本
方
針
の
変
更
に
基
づ
き
、
速
や

か
に
策
定
す
る
。

【
農
振
除
外
】

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
第
１３
条
に
定
め
る
要
件
及

び
農
業
振
興
地
域
制
度
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、
除
外
基
準
の
明
確
化
を
図

る
。
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除
外
申
請
受
付
に
つ
い
て
は
、

年
２
回
、
２
月
と
８
月
と
し
、
受

付
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
ヶ
月
間

と
す
る
。

【
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議

会
】新

市
に
お
い
て
設
立
し
、
委
員

構
成
は
、
議
会
議
員
、
農
業
委
員
、

土
地
改
良
区
、
森
林
組
合
、
い
ず

も
農
協
、
斐
川
町
農
協
等
２
市
５

町
の
現
在
の
構
成
を
踏
ま
え
て
構

成
す
る
。

【
農
地
の
集
積
・
流
動
化
】

新
市
に
お
い
て
調
整
し
基
本
方

針
を
定
め
る
。
推
進
体
制
に
つ
い

て
は
、
新
市
の
地
域
農
業
推
進
体

制
を
再
編
す
る
中
で
調
整
を
図

る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
と
の
連

携
を
強
化
し
な
が
ら
流
動
化
を
進

め
る
よ
う
、
市
が
積
極
的
に
施
策

を
展
開
す
る
。

【
農
地
流
動
化
奨
励
補
助
金
】

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
新
た

な
制
度
を
定
め
る
。

【
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本

構
想
】

県
基
本
方
針
の
変
更
を
受
け
、

新
市
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

【
新
規
就
農
者
及
び
農
業
後
継
者

の
育
成
・
支
援
】

斐
川
町
の
指
導
体
制
及
び
事
業

を
基
本
に
、
新
市
に
お
い
て
制
度

の
拡
充
を
図
る
。

【
認
定
農
業
者
の
認
定
基
準
】

国
の
制
度
見
直
し
を
受
け
、
新

市
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基

本
構
想
の
策
定
に
併
せ
て
、
新
た

な
基
準
を
定
め
る
。

【
農
業
法
人
・
集
落
営
農
組
織
の

育
成
・
支
援
体
制
】

新
市
に
お
い
て
再
編
す
る
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
２３
号

各
種
事
務
事
業
（
水
産
関
係
そ

の
１
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
２４
】

（
第
３
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
３
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
栽
培
漁
業
地
域
展
開
事
業
】

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
東
西
二
つ
の
栽
培
漁
業
部
会

の
取
扱
い
は
、
新
市
に
お
い
て
検

討
す
る
。﹇
出
雲
東
部
地
域
栽
培

漁
業
部
会：

平
田
市
及
び
平
田
市

の
漁
協
が
加
盟
。
出
雲
西
部
地
域

栽
培
漁
業
部
会：

多
伎
町
・
湖
陵

町
・
大
社
町
及
び
各
町
の
漁
協
が

加
盟
。﹈

【
市
町
単
独
補
助
事
業
】

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
合
併
後
２
年
を
目
途
に
、
地

域
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
平
田
市

漁
村
振
興
基
本
計
画
を
参
考
に
新

た
な
基
本
計
画
を
策
定
し
、
事
業

を
統
一
す
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

水
産
業
に
も
地
域
特
性
が
あ

る
の
で
、「
事
業
の
統
一
」
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。（
単
に
一
本
化

す
る
だ
け
の
調
整
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。）

【
沿
岸
漁
業
融
資
資
金
】

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
合
併
後
２
年
を
目
途
に
新
た

に
制
度
化
す
る
。

【
内
水
面
漁
業
振
興
対
策
事
業
】

平
田
市
及
び
斐
川
町
の
事
業

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
出
雲
市
及
び
湖
陵
町
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一

す
る
。

【
国
県
事
業
上
乗
せ
補
助
金
】

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
合
併
後
２
年
を
目
途
に
新
た

に
制
度
化
す
る
。

【
漁
獲
共
済
掛
金
助
成
事
業
】

各
市
町
に
よ
り
助
成
割
合
が
相

違
し
て
い
る
た
め
、
現
行
の
と
お

り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
合
併
後
２

年
を
目
途
に
新
た
に
制
度
化
す

る
。

【
漁
業
振
興
基
金
】

多
伎
町
、
湖
陵
町
及
び
大
社
町

は
、
斐
伊
川
放
水
路
事
業
に
伴
う

補
償
金
を
基
金
と
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
る
た
め
一
本
化
は
困
難

で
あ
り
、
現
行
の
と
お
り
特
定
目

的
基
金
と
し
て
新
市
に
引
き
継

ぐ
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
２４
号

各
種
事
務
事
業
（
都
市
計
画
関

係
そ
の
１
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
２４
】

（
第
３
小
委
員
会
付
託
）

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
３
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
都
市
計
画
区
域
及
び
用
途
地
域
】

現
行
の
都
市
計
画
区
域
及
び

用
途
地
域
は
、
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
た
な
都
市
計
画
区
域
の

設
定
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
中
で
検
討

す
る
。

【
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
】

現
行
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
引
き
継
ぎ
、
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
き
、
新
た
に
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

使
用
料
、
手
数
料
、
地
方
税

等
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
が
、

住
民
に
と
っ
て
は
全
体
的
に
ど

う
変
わ
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
、

委
員
と
し
て
も
判
断
の
し
よ
う

が
な
い
。
７
市
町
の
標
準
家
庭

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
、

試
算
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

会
長
の
回
答

事
務
的
に
作
業
を
し
て
、
分

か
り
や
す
い
資
料
を
作
り
ま
す
。
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出
雲
地
域
２
市
５
町
は
、「
神

話
の
国
出
雲
」
と
し
て
共
通
の
歴

史
的
、
文
化
的
風
土
の
中
で
、
空

港
、
港
湾
機
能
、
農
業
、
商
工
業
、

観
光
、
保
養
等
の
機
能
が
集
積
し
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
併
せ
、
極

め
て
高
い
発
展
の
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
２
市
５
町
が
相

互
信
頼
と
協
力
に
よ
る
新
設
合
併

（
対
等
合
併
）
を
行
い
、
共
通
の

目
的
に
向
か
い
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
施
策
を
強
力
に
推
進
し
ま

す
。新

市
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

「
未
来
と
古
代
が
響
き
合
う
　
日

本
の
ふ
る
さ
と
出
雲
の
國
つ
く

り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
地

域
の
特
色
あ
る
機
能
を
多
面
的
に

歴
史
文
化
が
暮
ら
し
に
息
づ
く
ま
ち

出
雲
の
地
に
は
、「
国
引

き
」、「
国
譲
り
」、「
ス
サ
ノ

オ
」
神
話
の
舞
台
と
し
て
多

く
の
歴
史
的
、
文
化
的
資
源

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
出
雲
神
話
に
代
表
さ

れ
る
歴
史
文
化
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
〝
出
雲
は
ひ
と
つ
〞

と
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

ひ
と
つ
の
ま
ち
と
し
て
ま
と

ま
る
た
め
の
拠
り
所
で
も
あ

る
と
考
え
ま
す
。

他
の
地
域
が
願
っ
て
も
得

る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
貴

重
な
資
源
を
活
か
し
、
歴
史

文
化
が
暮
ら
し
に
息
づ
く
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
訪
れ
た

く
な
る
ま
ち
、
住
み
た
く
な

る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

集
積
、
発
揮
し
、
産
業
、
福
祉
、

環
境
、
教
育
文
化
、
観
光
交
流
を

進
め
、
山
陰
の
中
核
拠
点
都
市
と

し
て
、
ま
た
、
国
内
、
国
外
と
の

交
流
を
視
野
に
入
れ
た
２１
世
紀
交

流
都
市
と
し
て
自
立
で
き
る
力
強

い
魅
力
あ
ふ
れ
る
２０
万
特
例
市
を

め
ざ
し
ま
す
。

都
市
的
機
能
が
充
実
し
た
ま
ち

山
陰
の
中
核
拠
点
都
市
と

し
て
、
生
活
・
産
業
基
盤
の

整
備
を
進
め
、
民
間
の
設
備

投
資
が
活
発
に
行
わ
れ
る
都

市
的
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

生
活
・
産
業
基
盤
の
整
備

を
民
間
設
備
投
資
の
拡
大
・

企
業
進
出
に
よ
る
地
域
経
済

の
拡
大
、
多
様
な
就
労
の
場

の
創
出
に
つ
な
げ
、
定
住
人

口
の
拡
大
、
財
政
基
盤
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
を
担
う
若

者
や
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の

出
雲
の
地
で
や
り
た
い
仕
事

に
就
け
る
、
な
り
た
い
自
分

を
実
現
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ

し
ま
す
。

地
域
の
特
性
が
光
る
ま
ち

出
雲
地
域
２
市
５
町
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
山
、
海
、

川
、
湖
な
ど
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
財
、
観
光
資
源
、
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
、
医
療
・
福
祉
・
学

習
施
設
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
特

性
・
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
各
市
町
に
お
い
て
地
域

住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連

携
の
も
と
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ

こ
の
特
性
、
役
割
を
大
切
に
し
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
個

性
あ
る
新
市
を
創
造
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
特
性
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
一
体
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
特
性
が
光

り
、
総
合
力
を
発
揮
で
き
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

基
本
理
念

将
来
像

こ
れ
は
現
段
階
で
の
仮
の
ま
と
め
で
あ
り
、
今
後
、
予
定
さ
れ

て
い
る
主
要
施
策
等
の
協
議
に
併
せ
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。



－９－

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

（
１
）
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

①
交
通
・
物
流
の
中
核
交
流

都
市
の
建
設

新
市
は
、
山
陰
有
数
の
人
口
・

経
済
規
模
を
持
ち
、
交
通
の
面
で

も
出
雲
空
港
、
山
陰
自
動
車
道
、

河
下
港
を
有
し
て
お
り
、
地
域
の

交
通
、
物
流
の
要
と
い
え
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
条
件
を
さ
ら
に
活

か
す
た
め
に
陸
・
海
・
空
の
広
域

交
通
網
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
産
業
、
福
祉
、
防
災
等
各
種

施
策
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
幹

線
道
路
、
公
共
交
通
な
ど
の
地
域

内
交
通
網
整
備
を
進
め
、
新
市
の

一
体
化
、
連
帯
感
の
醸
成
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
山
陰
の
中
核
交
流

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
基
盤
、

都
市
機
能
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

②
山
陰
を
リ
ー
ド
す
る
産
業

拠
点
機
能
の
充
実

新
市
は
、
農
業
・
工
業
生
産
高

で
県
内
ト
ッ
プ
、
商
業
第
２
位
の

経
済
基
盤
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
基
盤
を
活
か
し
、
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
な
施
策
と
な
り
ま

す
。
農
林
水
産
業
・
商
工
業
の
技

術
力
、
生
産
性
の
高
度
化
及
び
地

域
特
性
を
活
か
し
た
振
興
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
、

福
祉
、
医
療
、
観
光
な
ど
の
連
携

に
よ
る
新
産
業
の
創
出
に
も
努
め

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
経
済
基

盤
の
確
立
、
多
様
な
就
労
の
場
の

創
出
、
定
住
人
口
の
拡
大
に
努
め
、

自
立
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

③
健
康
の
増
進
と
高
度
な
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

健
康
と
長
寿
を
全
う
す
る
こ
と

は
、
す
べ
て
の
人
の
願
い
で
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
み
ん
な

が
健
康
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

新
市
に
立
地
す
る
、
島
根
医
科
大

学
附
属
病
院
、
県
立
中
央
病
院
、

市
立
病
院
な
ど
県
内
随
一
の
医
療

機
関
群
と
各
地
域
の
福
祉
・
健
康

増
進
拠
点
と
の
連
携
を
進
め
、
健

康
・
福
祉
・
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
住

民
参
加
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
、
よ

り
高
度
で
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
め
ざ
し
ま
す
。

④
夢
を
育
む
教
育
と
未
来
を
担

う
人
材
育
成
支
援
の
推
進

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て

や
す
い
環
境
の
整
備
、
教
育
施
設
・

体
制
の
整
備
充
実
、
新
市
に
あ
る
環

境
・
自
然
・
科
学
等
の
学
習
施
設
を

活
用
し
た
体
験
学
習
の
実
施
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
な

ど
を
図
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
住
民
が
い
つ
で
も
、
自
由

に
学
習
・
活
動
の
機
会
を
選
択
で
き

る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
、
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め

る
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。

⑤
文
化
・
自
然
に
恵
ま
れ
た

安
心
・
安
全
定
住
環
境
の

実
現

地
域
の
歴
史
、
文
化
、
景
観
に

配
慮
し
た
や
す
ら
ぎ
の
居
住
空
間

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
や
下
水
道
整
備
、
風

力
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
よ

る
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会

の
構
築
、
新
時
代
に
対
応
で
き
る

情
報
通
信
基
盤
整
備
、
都
市
の
安

心
安
全
を
確
保
す
る
消
防
・
防
災

体
制
強
化
・
治
山
治
水
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
住

民
活
動
の
拠
点
整
備
、
活
動
へ
の

支
援
を
行
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
各
種
団
体
の
育
成
を
図
り
ま

す
。

⑥
地
域
資
源
を
活
か
し
た
山

陰
の
観
光
・
文
化
交
流
の

中
心
舞
台
創
造

新
市
は
、
出
雲
大
社
な
ど
の
古

代
出
雲
文
化
遺
産
や
大
山
隠
岐
国

立
公
園
に
代
表
さ
れ
る
山
、
川
、

海
、
湖
の
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た

拠
点
整
備
や
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
海
洋
・
森

林
リ
ゾ
ー
ト
の
整
備
に
よ
り
山
陰

の
観
光
・
文
化
交
流
の
中
心
舞
台

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
生
活
と
共
に
息
づ
く

伝
統
文
化
・
芸
能
・
行
事
の
保
存

育
成
、
住
民
が
優
れ
た
文
化
に
触

れ
る
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

（
２
）
行
財
政
運
営
の
基
本
方
針

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

①
新
市
の
一
体
化
と
均
衡
あ

る
発
展

出
雲
地
域
２
市
５
町
が
合
併

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活

か
し
な
が
ら
新
市
と
し
て
の
総
合

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
新
市

の
一
体
化
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発

展
を
速
や
か
に
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
交
通

網
の
整
備
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
産
業
振
興
、
拠
点
整
備
な
ど

を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

新
市
の
人
口
は
、
中
心
部
で
増
加

し
、
山
間
地
、
半
島
海
岸
部
で
は

出雲地区合併協議会だより�

基
本
方
針



　海、川、湖の３つの水辺フィールドを活かし、自然と共生する新市東部
の居住拠点の整備をめざします。しじみやアマダイの水産資源、多様な農
産物、地酒などの特産を活用した安全安心な食の産業振興を図ります。少
子高齢化社会への対応として、医療・介護・健康を軸とした施設整備の充
実を図り、住民と協働して快適なまちづくりを進めていきます。�

　県内随一の農業基盤、工業基盤を持ち、広域交通の要です。これらを活かすた
め、豊かな田園空間の保全と農業振興、産業及び企業化支援の拠点づくり、出雲
空港、山陰自動車道、国道９号を中心とした交通ネットワークの構築を進めます。
また、人口の増加が予想される地域であることから、さらに生活環境、教育環境、
子育て環境などを充実させ、自然と文化に恵まれた住環境整備を実現します。�

　出雲大社を中心とする歴史文化のシンボル空間整備と門前町の賑わいづくり、
広域観光や地域交流の拡大を目指す拠点の拡充整備を図るとともに、自然環
境の中核である国立公園日御碕の環境と機能整備を図ります。また、半島部
振興や居住空間の形成整備に努めるとともに、交流拡大を目指し幹線道路ネ
ットワーク整備を推進し、定住促進と「島根の顔・出雲圏域の交流舞台大社」
としての機能充実、魅力拡大を図ります。�

　出雲市駅周辺や中心市街地の整備を進め、県で第２の人口を有する県央の中
核拠点都市としての「出雲の顔」つくりを推進する一方、農業、工業、商業の
バランスある産業の発展を図ります。�
　また、高度医療機能の集積に合わせ、保健・福祉が連携した安心でやすらぎ
のある都市、そして教育や科学、音楽、芸術、文化・スポーツの振興により、
人材の育成に努め、うるおいと活力のある心豊かな拠点都市の創造を推進します。�

■ 大社町�■ 大社町�

■ 平田市�■ 平田市�

■ 斐川町�

■ 出雲市�

■ 斐川町�

■ 出雲市�

　海洋資源を活用し健康海岸として整備を進めてきた岐久海岸及び田儀海
岸を中心に、心身ともにリフレッシュできる健康文化の拠点、出雲と石見
を結ぶ観光・交流の拠点として整備を進めるとともに、自然エネルギーを
活用し積極的に地球環境と向き合った地域づくりを推進します。�
　また、ヘルシーフルーツ「いちじくの里」として特産を生かした産業拠
点づくりを図ります。�

■ 多伎町�■ 多伎町�

　新市道路交通の要所（国道９号・主要地方道湖陵掛合線・山陰自動車道
出雲ＩＣの結節点）となる神西湖周辺、それに続く海浜を活用し、滞在型
健康レジャーゾーンの形成を図ります。また、優良に保全された自然環境、
交通の利便性を活かし、光ファイバーを敷設する等、情報通信技術を積極
的に活用した公共宅地分譲や公営住宅を整備し、安心で住みたくなる定住
拠点とします。�

■ 湖陵町�■ 湖陵町�

　すさのお神話と神戸川や豊かな緑の中で朴訥に生きてきた悠久の歴史を
基盤とし、自然を活かした住環境の整備や、自然にやさしい農産物づくり、
バイオマスなどの自然エネルギーの利用、自然環境の中での福祉サービス
や山林や農村空間を活かした体験交流、豊かな郷土芸能等をとおして安心・
安全でやすらぎのある食・住・遊の環境の整備を推進し、人間回帰の空間
整備を進めます。�

■ 佐田町�■ 佐田町�

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
山
間

地
、
半
島
海
岸
部
で
は
、
人
口
減

に
よ
る
集
落
機
能
の
低
下
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
そ
の
機
能
の
活
力
維

持
・
活
性
化
の
た
め
の
各
種
施
策

を
展
開
し
ま
す
。

②
行
財
政
改
革
の
推
進

新
市
で
は
、
定
住
人
口
、
交
流

人
口
の
増
加
、
地
域
経
済
の
発
展

を
め
ざ
し
各
種
施
策
を
推
進
し
、

税
収
の
涵
養
に
努
め
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
か

ら
税
収
の
伸
び
は
見
込
め
な
い
う

え
、
国
の
財
政
改
革
に
よ
る
交
付

税
の
削
減
等
自
治
体
財
政
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

新
市
の
行
財
政
運
営
で
は
、
堅
実

な
歳
入
見
込
み
の
も
と
、
組
織
の

ス
リ
ム
化
、
人
員
の
適
正
化
、
民

間
委
託
等
を
進
め
、
効
率
的
な
行

政
運
営
の
も
と
、
財
政
基
盤
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
住
民
と
の
連
携
、
協
働

新
市
を
住
み
よ
い
ま
ち
、
住
み

た
い
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
住
民
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。
新
市
で
は
、

地
方
自
治
の
主
役
で
あ
る
地
域
住

民
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
各
種

団
体
と
共
に
行
政
が
連
携
、
協
働

し
、
地
域
全
体
で
多
様
化
、
高
度

化
す
る
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て

い
く
新
し
い
地
域
振
興
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
体
制
づ
く
り

の
前
提
と
し
て
の
、
わ
か
り
や
す

く
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
を
展
開

す
る
た
め
、
情
報
提
供
や
情
報
公

開
、
広
報
広
聴
機
能
の
充
実
、
住

民
参
加
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

（
３
）
土
地
利
用
及
び
都
市
構
造

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

①
中
心
市
街
地
地
域

広
域
交
流
・
広
域
商
業
の
拠

点
、
都
市
型
産
業
が
展
開
す
る
新

市
の
顔
・
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
地
域

と
し
て
都
市
基
盤
、
都
市
機
能
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

②
市
街
地
地
域

都
市
基
盤
の
整
備
、
機
能
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
適
正
な
用
途

配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
緑
化
を

進
め
、
潤
い
と
活
力
の
あ
る
地
域

の
拠
点
と
な
る
市
街
地
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

③
農
業
地
域

良
好
な
生
産
・
生
活
環
境
の
一
体

的
な
形
成
を
進
め
、
農
業
生
産
活
動

と
生
活
環
境
が
調
和
す
る
よ
う
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
的
、
適
切

な
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

④
中
山
間
・
海
岸
地
域

地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振

興
、
特
産
品
の
開
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
農
村
、
漁
村
の
持
つ
生

活
、
環
境
、
文
化
な
ど
の
多
面
的

な
機
能
の
保
全
、
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

⑤
各
種
拠
点
地
域

新
市
の
持
つ
豊
富
な
自
然
、
文

化
、
産
業
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
リ
ゾ
ー
ト
、
歴
史
文
化
、

産
業
、
福
祉
医
療
、
環
境
な
ど
地

域
特
性
に
応
じ
た
拠
点
整
備
を
図

り
ま
す
。

出雲地区合併協議会だより�
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●合併協議会は原則的に公開しており、傍聴ができます。詳しくは事務局（電話 0853-23-1008）までお尋ねください。�

次回協議会は8月1日（金）�

■第7回協議会�
・平成15年8月1日（金）�
　15：00～�

・出雲市今市町北本町�
　出雲交流会館� 至 佐田町�

至 斐川町�

至 平田市�至 大社町�

マ ッ プ�

出雲市役所●�

●合庁�

今市小学校●� ●体育館�

●中央病院�

●商工会議所�
国道9号�

国道9号バイパス�

出雲地区合併協議会事務所�

出雲市駅�

N

●市営プール�●市営プール�

至 湖陵町・多伎町�

浜
山
公
園
通
り�

新市名称募集結果�新市名称募集結果�新市名称募集結果�新市名称募集結果�

●応募総数�
●有効件数�
●応募方法�

応募総数・応募方法� 提案名称�

● 主な提案名称 ●�

全部で1,118種類の名称の提案がありました。�
このうち、「出雲」を含む名称が276種（25％）、「神」
を含む名称が213種（19％）を占めています。�

「出雲市」が2,799件（31％）、「出雲大社市」
2,419件（27％）で、この2つの名称で全
体の6割を占めています。�

応募者の半数が、�
「地域の歴史・文化にちなんだ名称」�
「地域を全国的にアピールできる名称」
を挙げています。�

名称の提案理由�

応募者の住所�

応募総数・応募方法� 提案名称�

名称の提案理由�

応募者の住所�
出雲市が46％で最も多く、�
県外27％、大社町8％と�
続いています。�

2，799�

2，419�

560�

212�

94�

85�

82�

70�

68�

58

いずもし、いづもし　等�

いずもたいしゃし、いづもたいしゃし、いずもおおやしろし　等�

いずもし�

しんいずもし、しんいづもし　等�

かみありし、じんざいし、しんざいし　等�

くにびきし�

いづもし�

しんいずもし、しんいづもし、かみいずもし　等�

くにびきし　等�

かみありし　等�

新市名称� ふりがな� 件　数�

出 雲 市 �

出雲大社市�

い ず も 市 �

新 出 雲 市 �

神 在 市 �

くにびき市�

い づ も 市 �

神 出 雲 市 �

国 引 市 �

神 有 市 �

※新市名称募集結果は、ホームページに掲載していますので、詳細はそちらをご覧ください。�

0 20 40 60

地域の歴史・文化にちなんだ名称�

地域が地理的にイメージできる名称�

地域を全国的にアピールできる名称�

地域の住民が一体感を持てる名称�

その他�

52％�

30％�

50％�

22％�

2％�

出雲市 46％�

平田市 5％�斐川町 4％�佐田町 2％�
多伎町 2％�
湖陵町 2％�

大社町 8％�

島根県内�
4％�

島根県外 27％�

無記入 0.1％�

●応募件数�

9,144件�
8,948件�
専用応募ハガキ40％、応募箱
26％、ホームページ15％、
官製ハガキ12％、ＦＡＸ5％、
封書1％、電子メール1％�

新市名称募集結果�
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